■２０１３年度　日本臨床発達心理士会東京支部　活動計画
１．総会の実施

　　規定に基づき、２０１３年５月２６日（日）、日本大学文理学部 百周年記念館 国際会議場にて総会を開催し、２０１３年度の活動報告と決算報告、２０１３年度の活動計画と予算を決定する。

２．研修会・研究会等の開催

＜表１＞の計画に沿って研修会を開催する。
３． 特別支援教育事業への協力
　文京区教育委員会、東京都教育委員会からの依頼により、支部としてスタッフを推薦・フォローアップする。

１）文京区巡回相談

　　対象校：小学校２０校、中学校１０校　　巡回担当者　２０名
　　文京区特別支援教育専門家チームへの参加
２）都立特別支援学校への会員の推薦
対象校：８校
　　　　　　永福学園・青峰学園・志村学園・練馬特別支援学校・葛飾特別支援学校・
　　　　　　武蔵台学園・羽村特別支援学校・江東特別支援学校
　　担当者　１５名　　
３）都立高等学校巡回相談　
　　　対象校：９校　　
　　　　　　大江戸・六本木・世田谷泉・桐ヶ丘・稔ケ丘・八王子拓眞・浅草・
　　　　　　科学技術・秋留台
　　　巡回担当者　８名
４．ネットワーク作り

共通する領域・職域に関わる会員同士が情報交換や研修会を行うことで、会員相互の交流と研鑽を深めていくため、引き続き下記のネットワーク活動（主として研修会）を行う。

(1) 特別支援教育ネットワーク　

　特別支援教育に関わる教員および心理士を中心としたネットワーク。
　
(2) 子育て・発達支援ネットワーク

　　　乳幼児期の子育て支援、発達支援に関わる臨床発達心理士を中心としたネットワーク。
　　　地域ごとに支援者間のネットワークを構築していく。
(3) 発達臨床研究ネットワーク

　　　　　発達臨床や発達臨床についての基礎研究に関わる人、または関心のある人を中心としたネ

ットワーク。会員による実践報告や最新の研究知見などの研修を行う。
５．ニューズレターの発行

　　ニューズレターを年２回発行し、ＨＰ上に掲載し、会員にメールで知らせる。

６．ホームページの運営

　ホームページを運営し、支部の活動についての情報提供、研修会案内、ネットワーク活動のサポート、ニューズレターの閲覧、他団体へのリンクなどができるようにする。　

７．東日本大震災の災害支援
１）「災害・危機支援特別委員会」への参加・協力

「災害・危機支援特別委員会」の事務局として東敦子、支部協力委員として富樫京子が参加し、東京支部における災害対策支援について検討する。

２）他支部の災害支援活動への協力
　　東北支部や埼玉支部などの支援活動に参加する会員の保険代、交通費などについて、支部を通して災害支援活動基金への申請をおこない補助する。

８．日本臨床発達心理士会への参加・協力

　日本臨床発達心理士会幹事会等に出席し、情報共有、発信、提案等を行っていく。

 ＜表１＞　　　　　　　　２０１３年度研修内容一覧
	研修会
	日程

	東京支部資格更新研修会（２回）　　　　　　　
	第１回　2013年 5月26日（日）

	
	第２回　2013年11月予定

	特別支援教育ネットワーク研修（３回）
	第１回　2013年 5月26日（日）
第２回　2013年8月25日（日）
第３回　2014年1月13日（月）

	子育て・発達支援ネットワーク研修（２回）
	第１回　2013年 5月26日（日）
第２回　2013年11月10日（日）

	発達臨床研究ネットワーク（２回）
	第１回　2013年 5月26日（日）
第２回　2013年　12月予定

	文京区巡回相談研修会（３回）
　　（現任者研修）
	第１回　2013年4月14日（日）
第２回　2013年8月25日（日）
第３回　2014年1月13日（月）

	高等学校巡回相談研修会　（２回）

　　（現任者研修）
	第１回　2013年8月25日（日）

第２回　2014年1月13日（月）

	特別支援学校外部専門家研修会（３回）

　（現任者研修）
	第１回　2013年4月14日（日）

第２回　2013年8月25日（日）
第３回　2014年1月13日（月）

	特別支援教育巡回相談スタッフ養成研修
	第１回　2013年10月14日（月）
研修２　巡回相談場面同行　１０月以降随時（研修２は研修１を修了し、次年度以降、勤務可能な方を対象とします）


 　
